




Synthesis of Cyclopropenyl Cations involving Heteroatoms. 






























塩素酸塩である. ζれら化合物の確認は， mp， UV， 
IR， NMRを用いた.
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した油層をともに減圧蒸留して， 無色透明液体， bp77 

























テトラクロルシクロプロペン (5.789，0，033mol) ， 
ジクロルメタン20mt，ピぺリジン(14.569，0.195mol)
を使用し， 4・3の操作にしたがった. 黄白色結品， mp 
145~147'Cdecの (II) を3.69 (収率29%)得た.
4. 5 卜リスヘキサメチレンイミノシクロプロペニル
過塩素酸塩 (ill)
テトラクロルシクロプロペン (5.789，0.033mol) ， 
ジクロルメタン2011t，ヘキサメチレンイミン(19.349，
0.195mol)を使用し， 4. 3の操作にしたがった.灰掲
色結品，mp123~1260Cdecの (ill) を 5.19 (収率36.6
%)得た。
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